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要     約

12歳の雄のウェルシュ・コーギー・ペンブロークが舌腹側の扁平上皮癌を主訴に来院した．腫瘍は舌小帯付着部正中
に存在し，腫瘍の完全切除を目的に舌吻側2/ 3切除術を実施した．術後は胃瘻チューブによる栄養管理が必要であった
ものの，術後1カ月半後には自力での飲食が可能であった．術後6カ月後に肺転移にて死亡したが，舌吻側2/ 3切除に
より局所再発なく，飼い主が満足できるQOLが維持できた．―キーワード：犬，舌，扁平上皮癌．
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